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経済産業部

省エネ法が変わります



　　

　由布島は、西表島の東部に位置

し、西表島と小浜島の間に浮かぶ

周囲２キロ、13世帯・17名（H21．

２末住基台帳）が暮らす小さな島

です。

　過去には、竹富島や黒島の住

民が由布島に住を移し西表島で

稲作を行っていました。現在では、

島全体が亜熱帯植物楽園に整備

され西表島から浅瀬の海をのんび

り渡る「水牛車」が全国的に人気

を呼び、八重山をはじめ沖縄観光

の重要な資源とも言われます。

　島につながる浅瀬の海は、通

常は大人の膝にも満たないぐらい

の深さで、満潮時でも1m程度し

かなく、また、干潮時には徒歩で

渡ることも可能です。同島は海抜

０メートルの低地で、島内の地面

を掘ると真水が湧き、更に掘り下

げると海水が湧くと言われていま

す。
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与那国織
よなぐにおり

群星（むりぶし）とは、沖縄の方言で「昴星（すばる）」のことで「ぶりぶし」、「むるぶし」とも呼ばれています。★本誌タイトルについて★

最西端に位置する与那国島には「与那国ドゥタティ」、「与那国花
織」、「与那国カガンヌブー」及び「与那国シダディ」の４種類の織物が先人達より受け
継がれています。これらの織物を総称して「与那国織」と呼んでいます。起源は明らか
ではありませんが、1477年（文明9年）に与那国島に漂流した朝鮮人の見聞録の中に苧
麻（チョマ）を材料とした織物が織られていたとの記録があることから、500年以上前
から存在していたと考えられています。「ドゥタティ」は筒袖の着物です。与那国島の方
言で４つのことを「ドゥーチ」と言い、４枚の布を併せて作成することからドゥ（４枚）タ
ティ（仕立て）と呼ばれています。「カガンヌブー」は「ドゥタティ」に締める細帯のこと
であり、帯の中央に男女の愛を表すミトゥダ絣（夫婦絣）と呼ぶ2つの絣模様があり、
愛を告白するものとして女性から男性に贈られていました。また、「シダディ」は手拭い
のことであり、かつては旅の安全と健康を祈る「守神」として織られていました。今日で
も、島内の祭事では多くの人々がドゥタティにカガンヌブーを身にまとい、シダディを男
性は肩に掛け、女性は頭に巻く姿が見られるなど、素朴でシンプルな用の美を感じさせ
る与那国織は与那国島の人々の生活の中に息づいています。

産地組合：与那国町伝統織物協同組合
　　　　　（昭和６２年４月１８日伝産指定）
伝統的工芸品とは
伝統的技術又は技法によって製造された工芸品で
経済産業大臣が指定したものをいいます。沖縄には
１３品目が指定されています。

我が国の

（登録商標）

〈表紙写真〉

【海を渡る水牛車】

（由布島）

地域の目「巻き貝とダンスバトルの熱い一日」

なかゆくい ＊シリーズ①　～沖縄国際映画祭～

沖縄大学にて「地域再生システム論」開講内閣府だより

お知らせ

経済産業部

省エネ法が変わります
仕事の窓①　財務部
第20回法人企業景気予測調査

仕事の窓②　経済産業部
地域連携型雇用情報提供事業について

仕事の窓③　経済産業部
ソーシャルビジネス55選について

仕事の窓④　開発建設部
節水啓蒙パンフの活用について

仕事の窓⑤　開発建設部
沖縄みなとオアシス　第１号認定

仕事の窓⑥　運輸部
バリアフリー基本構想策定支援セミナー

仕事の窓⑦　運輸部
地域公共交通活性化・再生セミナー

総　務　部　入札談合行為の排除・未然防止のための取組

農林水産部　農地法等の一部を改正する法律案の概要について

財　務　部　第24回財務行政モニター会議を開催
農林水産部　国営伊是名地区 土地改良財産管理委託協定調印式開催
農林水産部　「消費者の部屋」特別展示を開催

開発建設部　国道329号　宜野座改良 一部開通
運　輸　部　平成20年度「バリアフリー教室」の開催
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沖縄テレビ放送㈱
アナウンサー　　伊藤 彰伸
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沖縄テレビ放送㈱アナウンサー●　伊藤彰伸

地域 の 目 シリーズ16

  C
hiiki no M

e

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
朝
、
ま
だ

３
月
だ
と
い
う
の
に
、
空
は
夏
色

だ
っ
た
。

　

蝉
の
鳴
き
声
こ
そ
聞
こ
え
な
い
が
ジ
ー

ジ
ー
と
騒
が
し
い
空
気
。
そ
の
う
え
冬
の

澄
ん
だ
感
触
と
は
違
う
、
モ
ワ
ッ
と
し
た

湿
り
気
を
感
じ
た
。
旅
行
社
の
看
板
は
、

一
足
早
い
夏
の
イ
メ
ー
ジ
を
打
ち
出
し
、

各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
目
白
押
し
だ
っ
た
。

本
土
（
九
州
よ
り
北
の
こ
と
）
か
ら
や
っ

て
き
た
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
関
係
者
・
出
演

者
が
那
覇
空
港
に
押
し
か
け
、
沖
縄
の
あ

ち
ら
こ
ち
ら
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
会

場
に
直
行
し
て
い
た
。

　

私
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
。
30
代
も
半
ば
を

過
ぎ
て
仕
事
も
家
庭
も
順
風
満
帆
・
絶
頂

期
の
と
き
に
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
か
ら
、

全
て
が
崩
れ
、
グ
シ
ャ
ッ
と
つ
ぶ
れ
そ
う

に
な
っ
た
。
私
は
貝
に
な
り
た
い
！
本
気

で
そ
う
思
っ
た
。
で
き
れ
ば
巻
き
貝
で
。

あ
の
巻
き
巻
き
の
、
一
番
奥
の
方
に
小
さ

く
縮
こ
ま
っ
て「
命
だ
け
は
お
助
け
を
〜
」

と
。
そ
ん
な
私
だ
か
ら
、
久
々
に
人
前
に

出
る
イ
ベ
ン
ト
司
会
の
仕
事
に
、
少
々
腰

が
引
け
て
い
た
。
私
は
タ
ク
シ
ー
に
乗
り

込
ん
で
、
那
覇
の
職
場
か
ら
40
分
ほ
ど
の

本
島
南
部
地
域
に
あ
る
ビ
ー
チ
に
向
か
っ

た
。

　

そ
の
名
も
「
あ
ざ
ま
サ
ン
サ
ン
ビ
ー

チ
」。
暑
い
っ
、
や
け
ど
し
そ
う
な
名
前

の
そ
の
ビ
ー
チ
は
早
く
も
海
開
き
で
、
ト

ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
が
行
わ
れ
て
い
た
。

今
、
夏
の
シ
ー
ズ
ン
が
幕
を
開
け
る
・
・

そ
の
会
場
で
、
こ
れ
ま
た
関
係
者
の
熱
い

思
い
を
乗
せ
た
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
の
イ
ベ
ン

ト
が
開
催
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
司
会
進
行

役
を
ゆ
だ
ね
ら
れ
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
地
域
の
青
年
会
に
よ

る
伝
統
芸
能
だ
っ
た
が
、
ま
だ
客
足
は
ま

ば
ら
。
拍
子
抜
け
し
な
い
か
と
心
配
し
な

が
ら
、
彼
ら
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
や
演
目
の

紹
介
に
力
を
込
め
た
。
日
頃
か
ら
か
な
り

の
練
習
を
積
ん
で
い
る
に
違
い
な
く
、
青

年
会
は
伝
統
に
の
っ
と
っ
た
勇
壮
な
演
武

を
披
露
し
、
会
場
に
気
が
み
な
ぎ
っ
た
。

い
よ
い
よ
イ
ベ
ン
ト
が
ス
タ
ー
ト
。
お
よ

そ
60
組
が
出
演
し
た
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
で

は
、
ま
ず
小
学
生
ほ
ど
の
子
供
た
ち
が
踊

り
、
び
っ
く
り
す
る
よ
う
な
テ
ク
ニ
ッ
ク

だ
け
で
な
く
〝
表
現
〞
す
る
こ
と
へ
の
情

熱
を
発
し
て
い
る
。
見
た
目
が
ち
ょ
い
と

怖
い
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
は
ダ
ン

ス
の
た
め
に
鍛
え
抜
い
た
体
で
コ
マ
の
よ

う
に
く
る
く
る
回
り
、
観
客
の
お
じ
ち
ゃ

ん
や
お
ば
ち
ゃ
ん
の
目
を
釘
付
け
に
し
て

い
る
。中
に
は
イ
ベ
ン
ト
の
空
気
を
読
み
、

一
切
無
駄
の
な
い
動
き
で
緊
張
と
笑
い
を

織
り
込
む〝
ダ
ン
ス
職
人
〞も
い
る
。
ウ
ォ

ウ
〜
。
踊
り
が
苦
手
な
私
も
い
つ
の
ま
に

か
指
先
や
足
の
裏
で
リ
ズ
ム
を
と
っ
て
い

る
。

　

司
会
進
行
役
と
い
っ
て
も
、
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
る
の
は
イ
ベ
ン
ト
の
最
初
と
最
後

だ
け
。
ス
ム
ー
ズ
に
イ
ベ
ン
ト
を
開
始
さ

せ
、
華
や
か
に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
と

い
っ
た
ス
テ
ー
ジ
の
流
れ
を
作
る
役
割

だ
。
だ
か
ら
ダ
ン
ス
バ
ト
ル
の
間
は
出
番

が
な
く
、
舞
台
の
袖
で
ス
テ
ー
ジ
を
見

や
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
ブ
ラ
ザ
ー
ト
ム
さ

ん
の
姿
を
見
つ
け
た
の
で
、
天
気
の
話
な

ど
を
持
ち
出
し
て
ご
挨
拶
し
た
。「
初
め

ま
し
て
、
沖
縄
テ
レ
ビ
の
伊
藤
と
申
し
ま

す
。
普
段
は
経
済
や
基
地
問
題
な
ど
堅
い

現
場
の
取
材
が
多
く
て
、
ダ
ン
ス
や
音
楽

は
か
ら
っ
き
し
わ
か
ら
な
い
ん
で
す
が
、

み
ん
な
と
て
も
生
き
生
き
と
踊
っ
て
い
る

の
を
感
じ
ま
す
。」
す
る
と
、
ト
ム
さ
ん

は
ダ
ン
ス
チ
ー
ム
が
１
対
１
で
対
決
す
る

ブ
レ
イ
キ
ン
グ
バ
ト
ル
の
ス
テ
ー
ジ
を
指

さ
し
、「
ほ
ら
、
今
何
が
起
こ
っ
た
か
わ

か
る
？
あ
っ
ち
の
ク
ル
ー
が
派
手
な
ブ
レ

イ
ク
を
し
た
の
に
対
し
て
、
反
対
側
の
ク

ル
ー
が
し
っ
か
り
受
け
止
め
て
全
員
で
返

し
て
い
っ
た
よ
ね
。
ウ
ォ
ッ
ホ
ー
、
す
ご

い
カ
ッ
コ
イ
イ
ね
！
」

　

私
が
質
問
す
る
ま
で
も
な
く
、
ト
ム
さ

ん
は
何
時
間
に
も
わ
た
っ
て
ダ
ン
ス
の
楽

し
さ
や
出
場
者
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を
解
説

し
て
く
れ
た
。
テ
レ
ビ
や
イ
ベ
ン
ト
の
仕

事
と
は
関
係
の
な
い
舞
台
裏
で
、
ど
素
人

一
人
に
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
力
説
し
た
。
ト

ム
さ
ん
は
こ
の
日
、
全
て
の
出
場
者
の
ダ

ン
ス
を
つ
ぶ
さ
に
見
守
っ
た
。

　

ダ
ン
ス
へ
の
熱
い
思
い
が
一
つ
に
な
る

に
は
、地
元
の
協
力
が
欠
か
せ
な
か
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
の
食
事
は
あ
り
が
ち

な
仕
出
し
弁
当
で
は
な
く
、
地
元
の
お
か

あ
さ
ん
た
ち
に
よ
る
炊
き
出
し
で
、
メ

ニ
ュ
ー
は
沖
縄
そ
ば
や
ジ
ュ
ー
シ
ー
（
ま

ぜ
ご
飯
）、
も
ず
く
、
た
ん
か
ん
な
ど
、

沖
縄
の
家
庭
料
理
を
中
心
と
し
た
ご
ち
そ

う
だ
っ
た
。

　

お
か
あ
さ
ん
た
ち
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

協
力
し
て
い
て
、
仮
設
食
堂
は
彼
女
た
ち

の
放
つ
オ
ー
ラ
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
気

に
包
ま
れ
て
い
た
。

　

私
が
、
お
か
あ
さ
ん
た
ち
に
し
か
出
来

な
い
仕
事
っ
ぷ
り
を
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ

に
力
説
す
る
と
、
ス
タ
ッ
フ
も
お
か
あ
さ

ん
た
ち
の
存
在
感
に
共
感
し
た
。
地
域
の

人
た
ち
が
協
力
し
て
す
っ
か
り
沖
縄
ら
し

い
イ
ベ
ン
ト
に
仕
上
が
っ
て
い
た
。

　

キ
ッ
ズ
か
ら
国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
ダ

ン
サ
ー
た
ち
、
盛
り
上
げ
役
を
買
っ
て
出

た
ト
ム
さ
ん
や
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
み
ん
な
で
創
り
上
げ
た
ス
テ
ー
ジ

だ
っ
た
か
ら
、
自
然
に
涙
と
笑
い
が
渦
巻

く
、
焼
け
る
よ
う
な
一
日
と
な
っ
た
。

　

沖
縄
に
ま
た
夏
が
巡
っ
て
き
た
こ
の

日
、
私
は
ジ
リ
ジ
リ
と
照
り
つ
け
る
日
差

し
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
貝
殻
か
ら
抜
け
だ

し
、
そ
っ
と
、
何
気
な
く
み
ん
な
の
輪
の

中
に
紛
れ
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

「巻き貝とダンスバトルの熱い一日」
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（工場・
事業場）が変わります

がが
国国
はは
、、
京京
都都
議議
定定
書書
の
目

標標
をを
確確
実実
にに
達達
成成
すす
るる
と
と

ももも
にに
、
中中
長長
期期
的的
にに
もも
温温
室室
効効
果
ガ

ススス
のの
排排
出出
量量
をを
削削
減減
すす
るる
こ
とと
が
求

めめめ
らら
れれ
てて
おお
りり
まま
すす
。。
温温
室室
効効
果
ガ

ススス
のの
約約
九九
割割
はは
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ー
起起
源
の

二二二
酸酸
化化
炭炭
素素
でで
ああ
りり
、、
一
層層
のの
地
球

温温温
暖暖
化化
対対
策策
のの
推推
進進
のの
たた
めめ
、
省
エ

ネネネ
ルル
ギギ
ーー
対対
策策
のの
強強
化化
がが
求求
めめ
ら
れ

ててて
おお
りり
まま
すす
。
ここ
うう
しし
たた
状状
況況
を
踏

ままま
ええ
、
平平
成成
2020
年年
55
月月
にに
「
エエ
ネ
ル

ギギギ
ーー
のの
使使
用用
のの
合合
理理
化化
にに
関関
すす
る
法

律律律
」」（
省省
エ
ネネ
法法
）
がが
改改
正正
ささ
れ
ま

ししし
たた
（
施施
行行
日日
はは
平平
成成
2222
年年
44
月
1

日日日
をを
予予
定定
。
たた
だだ
しし
、、
平平
成成
2121
年
4

月月月
かか
らら
11
年年
間間
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
使
用

量量量
のの
計計
測測
・・
記記
録録
がが
必必
要要
とと
なな
り
ま

すすす
））。
ここ
れれ
まま
でで
一
定定
規規
模模
以以
上上
の

大大大
規規
模模
なな
工工
場場
にに
対対
しし
エエ
ネネ
ルル
ギ
ー

管管管
理理
義義
務務
をを
課課
し
てて
おお
りり
ま
しし
た

ががが
、、
今今
回回
のの
改改
正正
にに
よよ
りり
事事
業業
所
単

位位位
かか
らら
事事
業業
者者
単単
位位位
（
企企企
業
単単単
位
）

ののの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ーー
管管
理理
がが
義義
務務
づづ
け
ら

れれれ
るる
ここ
とと
とと
なな
りり
、
業業
務務
部部
門門
に
多

くくく
見見
らら
れれ
るる
中中
小小
規規
模模
のの
事事
業業
場
を

数数数
多多
くく
設設
置置
すす
るる
事事
業業
者者
がが
新新
た
に

義義義
務務
のの
対対
象象
にに
加加
わわ
るる
ここ
とと
とと
な
り

ままま
すす
。
まま
たた
、
一
定定
のの
要要
件件
をを
満
た

すすす
フフ
ララ
ンン
チチ
ャャ
イイ
ズズ
チチ
ェェ
ー
ンン
に
つ

いいい
てて
もも
、、
チチ
ェェ
ーー
ンン
全全
体体
をを
一
体
と

ししし
てて
捉捉
ええ
、
本本
部部
事事事
業
者者者
に
対対対
し
、

事事事
業業
者者
単単
位位
のの
エエ
ネネ
ルル
ギギ
ー
管管
理
と

同同同
様様
なな
管管
理理
義義
務務
がが
課課
ささ
れ
るる
こ
と

ととと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
ここ
ここ
でで
は
、
省
エ

ネネネ
法法
のの
概概
要要
とと
主主
なな
改改
正正
の
ポポ
イ
ン

トトト
なな
どど
にに
つつ
いい
てて
以以
下下
にに
ご
紹紹
介
さ

せせせ
てて
頂頂
きき
まま
すす
。。

１
．
省
エ
ネ
法
と
は

　　
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化

に
関
す
る
法
律
」（
省
エ
ネ
法
）
は
、

石
油
危
機
を
契
機
に
１
９
７
９
年

（
昭
和
54
年
）
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

省
エ
ネ
法
は
、
内
外
に
お
け
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
め
ぐ
る
経
済
的
社
会
的
環

境
に
応
じ
た
燃
料
資
源
の
有
効
な
利

用
の
確
保
に
資
す
る
た
め
、
工
場
・

事
業
場
等
に
つ
い
て
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
使
用
の
合
理
化
に
関
す
る
所
要
の

措
置
等
を
講
ず
る
こ
と
と
し
、
も
っ

て
国
民
経
済
の
健
全
な
発
展
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

⑴
改
正
前
の
指
定
基
準

　

燃
料
・
熱
・
ガ
ス
・
電
気
な
ど
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
一
定
規
模
以
上
使
用

す
る
工
場
・
事
業
場
は
、
そ
の
年
間

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
原
油
換
算

値
）
を
工
場
・
事
業
場
ご
と
に
国
へ

届
け
出
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定

工
場
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

⑵
義
務

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定
工
場
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
者
や
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
員
の
選
任
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使

用
の
状
況
等
の
定
期
報
告
書
や
中
長

期
計
画
書
の
提
出
、
設
備
ご
と
の
き

め
細
か
な
現
場
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管

理
を
工
場
・
事
業
場
単
位
で
行
な
う

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

２
．
今
回
の
主
な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

⑴
指
定
基
準
の
改
正

① 

工
場
・
事
業
場
単
位
か
ら
企
業
単

位
へ 

　

今
回
の
改
正
（
平
成
20
年
5
月

改
正
）
で
は
、こ
れ
ま
で
の
工
場
・

事
業
場
ご
と
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理

か
ら
、
企
業
全
体
で
の
管
理
に
変

わ
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
企
業

全
体
（
本
社
、
工
場
、
支
店
、
営

業
所
な
ど
）
の
年
間
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
（
原
油
換
算
値
）
が

合
計
し
て
１
，
５
０
０
㎘
※
１
以

上
で
あ
れ
ば
、
そ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
を
企
業
単
位
で
国
へ
届
け

出
て
、
特
定
事
業
者
の
指
定
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

② 

特
定
連
鎖
化
事
業
者
も
新
た
に
規

制
の
対
象
と
な
り
得
ま
す
。 

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
の

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
も
同

様
に
事
業
全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン

本
部
が
行
な
っ
て
い
る
事
業
に
つ

い
て
、
約
款
等
の
取
り
決
め
で
一

定
の
要
件
を
満
た
し
て
お
り
、
か

つ
、
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
契
約
事
業

者
（
加
盟
店
）
を
含
む
企
業
全

体
の
年
間
の
合
計
エ
ネ
ル
ギ
ー

使
用
量
（
原
油
換
算
値
）
が
１
，

５
０
０
㎘
※
１

以
上
で
あ
れ
ば
、

フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
チ
ェ
ー
ン
本
部

が
そ
の
合
計
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量

を
国
へ
届
け
出
て
、
特
定
連
鎖
化

事
業
者
の
指
定
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
指
定
工
場
の
指
定
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に
一
定
規
模

以
上
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
用
す
る

工
場
・
事
業
場
等
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

管
理
指
定
工
場
の
指
定
を
受
け
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

※
１　

政
令
公
布
時
に
正
式
決
定
し
ま
す
。

⑵
報
告
書
等
の
提
出
単
位
の
変
更

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
指
定
工
場
の
義

務
の
う
ち
、
定
期
報
告
書
、
中
長
期

計
画
書
の
提
出
が
従
来
の
工
場･

事

業
場
単
位
で
の
提
出
か
ら
企
業
単
位

で
の
提
出
に
変
わ
り
ま
す
。
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省エネ法
［経済産業部］

〔
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

経
済
産
業
省　

資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁　

省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
／
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
課

☎
：
０
３
・
３
５
０
１
・
９
７
２
６

内
閣
府
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済
産
業
部

環
境
資
源
課
／
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
係　

☎
：
０
９
８
・
８
６
６
・
１
７
５
７

!
21 1

1,500㎘
22

1,500㎘

4

⑶
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括
者
等
の
創
設

　

特
定
事
業
者
及
び
特
定
連
鎖
化
事

業
者
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
統
括

者
（
企
業
の
事
業
経
営
に
発
言
権
を

持
つ
役
員
ク
ラ
ス
の
者
な
ど
）
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
管
理
企
画
推
進
者
（
エ
ネ

ル
ギ
ー
管
理
統
括
者
を
実
務
面
で
補

佐
す
る
者
） 

※
２
を
そ
れ
ぞ
れ
１
名
選

任
し
、
企
業
全
体
と
し
て
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
管
理
体
制
を
推
進
す
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

※
２　

エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
講
習
修
了
者
又

は
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
士
か
ら
選
任
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

３
． 

企
業
全
体
で
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
把
握

　

今
回
の
改
正
に
伴
い
企
業
全
体
で

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
把
握
に
努

め
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
デ
ー
タ
の
記
録

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
は
平
成
21
年

４
月
か
ら
１
年
間
記
録
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
下
記
フ
ロ
ー
図
の
と
お

り
、
企
業
全
体
で
の
年
間
の
合
計
エ

ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
平
成
21
年
４
月

〜
22
年
３
月
ま
で
）
を
正
確
に
把
握

し
、
１
，
５
０
０
㎘
※
１
以
上
で
あ

れ
ば
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
届
出
書

を
平
成
22
年
度
に
管
轄
の
経
済
産
業

局
（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
総
合
事

務
局
経
済
産
業
部
）
へ
届
け
出
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

⑵
ポ
イ
ン
ト

① 

平
成
21
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
全

て
の
工
場
・
事
業
場
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
（
原
油
換
算
値
）
を

把
握
し
て
く
だ
さ
い
（
例
：
電
気
・

ガ
ス
に
つ
い
て
は
、
毎
月
の
検
針

票
に
示
さ
れ
る
使
用
量
を
把
握
）。

② 

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
以
下
ア
〜

ウ
の
手
順
で
原
油
換
算
値
へ
換
算

し
て
く
だ
さ
い
。

ア 　

使
用
し
た
燃
料
・
熱
・
ガ
ス
・

電
気
ご
と
に
全
社
の
年
間
の
使

用
量
を
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。

イ 　

ア
の
使
用
量
に
燃
料
の
発
熱

量
、
熱
の
係
数
、
電
気
の
換
算

係
数
を
乗
じ
て
熱
量
（
GJ
）
を

求
め
た
後
合
計
し
て
年
間
に
使

用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
（
熱
量

合
計
、
GJ
）
を
求
め
て
く
だ
さ

い
。

ウ  　

イ
の
年
間
の
使
用
熱
量
合
計

（
GJ
）
に
、
０
・
０
２
５
８
（
原

油
換
算
㎘
／
GJ
）
を
乗
じ
て
年

間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
（
原

油
換
算
㎘
）
を
求
め
ま
す
。

　

ま
た
、
事
業
所
ご
と
に
各
月
ア
〜

ウ
を
行
い
事
業
所
ご
と
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
量
を
求
め
て
か
ら
合
計
す

る
手
順
も
あ
り
ま
す
。

⑶
合
計
が
１
，
５
０
０
㎘
※
１
以
上

の
場
合
は
、
平
成
22
年
度
に
経
済
産

業
局
（
沖
縄
に
お
い
て
は
沖
縄
総
合

事
務
局
経
済
産
業
部
）
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

　

燃
料
の
発
熱
量
、
熱
の
係
数
、
電

気
の
換
算
係
数
の
具
体
的
数
値
、
集

計
用
の
簡
易
ツ
ー
ル
は
下
記U

RL

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

　

以
上
で
、
省
エ
ネ
法
の
概
要
と
主

な
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
の
ご

紹
介
を
終
わ
ら
せ
て
頂
き
ま
す
が
、

ご
質
問
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
下

記
の
お
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡

頂
け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
ま
た
、
繰
り
返
し
に
な

り
ま
す
が
、
今
回
の
改
正
に
伴
い
、

平
成
21
年
4
月
か
ら
企
業
全
体
で
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
を
把
握
し
て
頂

き
、
年
間
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
が

１
，
５
０
０
㎘ 

※
１
（
原
油
換
算
値
）

以
上
と
な
る
場
合
に
は
、
平
成
22
年

度
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
状
況
届
出

書
」
を
管
轄
の
経
済
産
業
局
（
沖
縄

に
お
い
て
は
沖
縄
総
合
事
務
局
経
済

産
業
部
）
に
ご
提
出
頂
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。
事
業
者
の
方
々
に
お
か
れ

ま
し
て
は
遺
漏
無
き
よ
う
ご
対
応
頂

け
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

簡易ツールの画面簡易ツ ルの画面

（URL）http://www.eccj.or.jp/law06/xls/07_01.xls



【調査の目的】
本調査は、企業活動の現状と先行き見通しに対す
る経営者の判断を調査し、経済・財政政策運営の
基礎資料を得ることを目的として、統計報告調整
法に基づく承認統計調査として年４回（２、５、８、
11月）実施。

【調査の時点】　 平成21年2月２５日

【調査対象期間】
　判断項目／
　21年1～3月期及び3月末見込み
　21年4～6月期及び6月末見通し
　21年7～9月期及び9月末見通し
　計数項目／
　20年度下期実績見込み
　21年度上期及び下期見通し

調査の概要調査の概要

ＢＳＩの計算法
（Business Survey Index）

例　「景況判断」の場合

回収率
（％）

対　象
企業数

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

127
23

104
30

8
6

21
23

118
23
95
23

8
6

20
22

92.9
100.0

91.3
76.7

100.0
100.0

95.2
95.7

回　答
企業数

（単位：社）

現状判断は、「下降」が「上昇」を上回る

雇用

20年
10～12月
前回調査

２1年
1～3月
現状判断

２1年
4～6月
見通し

21年
7～9月
見通し

▲12.6

▲39.1

▲36.4

▲6.3

0.0

▲11.1

▲16.7

0.0

0.0

▲19.5

▲34.8

▲45.5

▲15.8

8.7

0.0

▲33.3

▲30.0

▲31.8

▲11.0

4.3

36.4

▲14.7

▲17.4

0.0

0.0

▲25.0

▲18.2

▲10.9

▲17.4

▲45.5

▲9.4

4.5

▲11.1

▲16.7

▲20.0

▲17.4
(注）■色字は前回調査（20年10～12月期）時の見通し

▲7.6

0.0

27.3

▲9.4

▲4.5

▲11.1

▲16.7

▲10.0

▲17.4

0.0

4.3

9.1

▲1.1

▲4.3

12.5

0.0

0.0

▲13.6

(単位：％ポイント)

企業の景況判断ＢＳＩ（原数値）　（前期比「上昇」－「下降」社数構成比）

景況景況判断判断

調査対象企業の範囲

売上高

経常利益

設備投資

全 　 産 　 業

沖縄県内に所在する資本金１千万円以上の法人企業 
●対象企業数：127社
●回答企業数：118社
●回　収　率：92.9％

H18年
4～6月期

H18年
7～9月期

H18年
10～12月期

H19年
1～3月期

H19年
4～6月期

H19年
7～9月期

H19年
10～12月期

H20年
1～3月期

H20年
4～6月期

H20年
7～9月期

H20年
10～12月期

H21年
1～3月期

（現状判断）

H21年
4～6月期
（見通し）

H21年
7～9月期
（見通し）

上
昇

下
降

製造業

全産業

非製造業

製 　 造 　 業

食料品製造業

非 製 造 業

建 　 設 　 業

情 報 通 信 業

運 　 輸 　 業

卸売・小売業

サ ー ビ ス 業

仕事の窓 1仕事の窓 1仕

第
20
回

法
人
企
業
景
気
予
測
調
査

（
平
成
21
年
1
〜
3
月
期
調
査
）沖
縄
管
内
分

平
成
21
年
１
〜
３
月
期
沖
縄
管
内
分
の
法
人
企
業
景
気
予
測
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

２１
年
１
〜
３
月
期
の
企
業
の
景
況
判
断
Ｂ
Ｓ
Ｉ
を
２０
年
１０
〜
１２
月
期
と
比
較
す
る
と
、全
産
業
で
現
状
判
断
は「
下
降
」
が「
上
昇
」

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

（
平
成
2
年

月
期
調
査
）沖
縄
管
内
分

財務部

前期と比べて
「上昇」と回答した企業の構成比…40.0％
「不変」と回答した企業の構成比…25.0％
「下降」と回答した企業の構成比…30.0％
「不明」と回答した企業の構成比… 5.0％

ＢＳＩ＝
（「上昇」と回答した企業の構成比40.0％）
－（「下降」と回答した企業の構成比30.0％）
　　　　　＝10.0％ポイント

▲50

▲40

▲30

▲20

▲10

0

10

20

30

04



調査の概要現状、先行きとも「不足気味」が「過剰気味」を上回る雇用雇用

２０年度は増収見込み、２１年度は減収見通し
20年度 21年度

下 期

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

1.8

0.3

2.2

21.5

2.0

2.0

2.2

▲5.4

4.6

0.9

5.5

26.2

4.2

2.1

5.9

0.5

▲1.6

▲2.7

▲1.3

52.1

▲2.9

3.0

▲4.4

▲14.0

▲2.8

▲4.0

▲2.5

6.8

▲3.3

▲0.3

▲4.4

▲1.8

4.0

▲2.0

5.6

59.0

3.4

3.2

3.1

▲3.2
(注）■色字は前回調査（20年10～12月期）結果

(前年同期比増減率：％)

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

(注）■色字は前回調査（20年10～12月期）結果

(前年同期比増減率：％)

（注：石油・石炭、電気・ガス・水道、金融・保険を除く）

（注：石油・石炭、電気・ガス・水道、金融・保険を除く)

景況判断

20年12月末
前回調査

21年３月末
現状判断

21年6月末
見通し

21年9月末
見通し

全　産　業
製　造　業
非 製 造 業
建設業
情報通信業
運輸業
卸売・小売業
サービス業

12.6

8.7

13.5

9.1

11.1

0.0

15.0

21.7

12.8

▲ 4.3

17.0

8.7

25.0

16.7

10.5

27.3

1.7

▲4.3

3.2

0.0

25.0

0.0

0.0

4.5

9.2

8.7

9.4

9.1

22.2

16.7

0.0

8.7
(注）■色字は前回調査（20年10～12月期）時の見通し

0.8

▲8.7

3.1

▲4.5

11.1

0.0

10.0

0.0

0.9

▲4.3

2.1

0.0

12.5

0.0

0.0

9.1

(単位：％ポイント)

従業員数判断ＢＳＩ（原数値） （期末判断「不足気味」－「過剰気味」社数構成比）

売上高売上高

２０年度は減益見込み、２１年度は減益見通し経常利益経常利益

２０年度は増加見込み、２１年度は減少見通し設備投資設備投資 （注：ソフトウェア投資額及び土地購入額は含まない)

全　産　業
電気・ガス・水道を
除く全産業

製　造　業
非 製 造 業
情報通信業

運輸業

卸売・小売業

サービス業

15.6

13.4

176.5

4.8

68.4

25.2

98.9

▲61.4

13.0

11.1

164.7

3.1

67.0

55.4

88.9

▲67.0

▲0.2

▲8.7

15.1

▲1.4

94.2

▲21.5

116.0

▲80.7

▲4.2

▲11.8

▲1.5

▲4.4

88.5

20.7

95.4

▲90.7

▲5.9

▲44.3

▲31.2

▲1.7

▲26.6

▲35.9

▲82.5

▲58.3
(注）■色字は前回調査（20年10～12月期）結果

(前年同期比増減率：％)

不
足
気
味

過
剰
気
味

H18年
6月末

H18年
9月末

H18年
12月末

H19年
3月末

H19年
6月末

H19年
9月末

H19年
12月末

H20年
3月末

H20年
6月末

H20年
9月末

H20年
12月末

H21年
3月末

（現状判断）

H21年
6月末

（見通し）

H21年
9月末

（見通し）

製造業全産業 非製造業

1.8

0.3

2.2

13.0
3.1

▲1.6

▲6.1

▲21.4

▲2.7

▲9.9

▲4.2

▲37.2

▲2.3

▲4.4

▲2.0

▲10.4

▲31.2

▲0.5

▲5.9 ▲1.7

▲2.7

▲1.3

▲2.8

▲4.0

▲2.5

21年度通期20年度下期20年度通期

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

製造業

全産業

非製造業

21年度通期20年度下期20年度通期

HIGOTONO*
MADO
S HIGOTONO*

MADO
S HHHIIIGGGOOOTTTOOONNNOOO***HIGOTONO*

MMMAADDOOOMADO

-20

-15

-10

-5

0

5

10

15

20

25

20年度 21年度
下 期

▲6.1

▲21.4

▲2.7

96.2

1.5

▲44.3

▲4.2

▲2.7

3.3

▲8.3

6.0

27.5

15.1

▲55.3

▲1.5

36.1

▲9.9

▲37.2

▲2.3

166.3

9.1

（赤字
転化）
▲9.5

（赤字
転化）

6.6

▲9.4

11.5

34.2

18.6

（赤字
転化）
▲3.6

8040.0

20年度 21年度下 期

▲2.0

▲10.4

▲0.5

▲30.9

▲16.3

9.1

6.8

34.6

▲1.5

21年度通期20年度下期20年度通期

164.7
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HIGOTONO*
MADO

仕事の窓 1SHIGOTONO*
MADO

仕事の窓 2SHHHIIGGGOOOTTTOOONNNOOO***HIGOTONO*
MMMAAADDOOOMADO

仕

地
域
連
携
型
雇
用
情
報
提
供
事
業
に
つ
い
て

　

就
職
沖
縄
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業

　
　
　
　
　
　
　

〜
地
域
の
壁
を
越
え
る
就
職
が
沖
縄
を
元
気
に
す
る
〜

経
済
産
業
省
で
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
や
非
正
規
雇
用
者
等
の
正
規
雇
用
化
を
は
じ
め
若
者
の
雇
用
・
就
労
環
境
の
改
善
に
向
け
、
人
材
支
援
機
関
等
が
お
互
い
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
共
有
し
な
が
ら
、
地
域
連
携
に
よ
る
出
会
い
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
企
業
と
の
効
果
的
な
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
現
す
る
取
組
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
全
国
公
募
の
中
か
ら
、

沖
縄
の
有
限
会
社
オ
ー
シ
ャ
ン
・
ト
ゥ
エ
ン
テ
ィ
ワ
ン
の
事
業
提
案
が
採
択
さ
れ
、
左
記
の
イ
ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

経済産業部
①
沖
縄
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進
事
業

　

求
職
期
間
は
、
自
身
を
見
つ
め
、

「
仕
事
」
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
考
え
る

絶
好
の
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。
若
者
の

就
職
意
識
の
向
上
、
中
小
・
零
細
企
業

で
働
く
魅
力
や
企
業
が
求
め
る
人
材
等

に
つ
い
て
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、
「
仕

事
の
選
び
方
」
に
つ
い
て
考
え
る
場
を

提
供
し
ま
し
た
。

②
就
職
チ
ャ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
事
業

　

本
土
へ
の
就
職
意
識
と
視
野
を
広
げ
、

県
外
就
職
を
促
進
す
る
た
め
に
、
沖
縄

県
私
大
就
職
指
導
協
議
会
主
催
の
「
就

職
の
翼
」
に
お
い
て
、
東
京
会
場
で
の

合
同
企
業
説
明
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

関
東
地
区
の
10
社
の
企
業
か
ら
、
自
社

の
紹
介
を
行
い
、
各
社
の
ブ
ー
ス
ご
と

に
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た

沖
縄
の
学
生
52
名
が
、
各
社
の
ブ
ー
ス

を
訪
問
し
、
熱
心
に
質
問
を
行
い
、
交

流
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

③
人
材
採
用
・
活
用
セ
ミ
ナ
ー

　

企
業
は
人
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
人
材
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

自
社
の
社
員
の
能
力
を
引
き
出
す
こ
と

も
、
企
業
の
有
効
な
経
営
戦
略
と
な
り

ま
す
。
当
該
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
沖
縄
県

内
の
中
小
・
零
細
企
業
の
経
営
者
、
人

事
担
当
者
を
対
象
に
、
自
社
の
ビ
ジ
ョ

ン
作
り
や
求
職
者
に
対
す
る
自
社
の
魅

力
の
伝
え
方
や
企
業
の
安
定
・
事
業
拡

大
に
必
要
な
人
材
像
を
明
確
に
し
、
そ

の
人
材
育
成
の
方
法
等
を
学
習
す
る
た

め
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。

④
人
材
確
保
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業

　

求
職
者
に
対
す
る
自
社
の
Ｐ
Ｒ
方
法

や
求
人
情
報
の
伝
え
方
を
習
得
し
、
東

京
で
開
催
す
る
就
職
説
明
会
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
中
小
・
零
細
企
業
の
人
材

確
保
を
促
進
し
ま
し
た
。

⑤
東
京
人
材
マ
ッ
チ
ン
グ
説
明
会
事
業

　

東
京
会
場
で
、
「
沖
縄
で
働
く
こ

と
」
や
、
「
沖
縄
で
就
職
し
た
経
験
者

の
体
験
談
」
を
紹
介
し
、
沖
縄
の
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
実
施
し
ま
し
た
。

沖縄人材マッチング促進事業セミナー風景

就職チャレンジセミナーで熱心に企業に質問をする学生

人材採用・活用セミナー事業
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HIGOTONO*
MADO

仕事の窓 1SHIGOTONO*
MADO

仕事の窓 3SHHHIIIGGGOOOTTTOOONNNOOO***HIGOTONO*
MMMAAADDOOOMADO

仕

ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
５５
選
に
つ
い
て

経
済
産
業
省
で
は
、
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
、
ま
た
、
地
域
に
お
け
る
安
定
的
か
つ
継
続
的
な
雇
用
創
出
の
受
け
皿
と
し
て
期
待
が
高
ま
る
「
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
」（注）
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
の
度
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
取
組
を
広
く
世
の
中
に
普
及
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全
国
の
先
進
的
な
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス

の
事
例
を
整
理
し
、
特
徴
的
な
強
み
を
持
つ
先
進
的
な
取
組
を
し
て
い
る
55
事
業
者
を
「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
55
選
」
と
し
て
３
月
19
日
付
け
で
選
定
し
ま
し
た
。

55
事
例
の
う
ち
、
沖
縄
県
内
か
ら
「
有
限
会
社 

や
ん
ば
る
自
然
塾
」
と
「
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

島
の
風
」
の
2
団
体
の
事
業
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

（注）
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
町
お
こ
し
・
村
お
こ
し
、
少
子
高
齢
化
、
環
境
、
貧
困
問
題
と
い
っ
た
社
会
的
課
題
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
事
業
性
を
確
保
し
な
が
ら
自
ら
解
決
し
よ
う
と
す
る
活
動
。

経済産業部
◇
沖
縄
県
内
の
選
定
事
例

①
有
限
会
社　

や
ん
ば
る
自
然
塾

（
事
業
概
要
）

　

や
ん
ば
る
自
然
塾
は
平
成
11
年
に
沖
縄

県
東
村
慶
佐
次（
げさ
し

）で
地
域
お
こ
し
の
取

組
か
ら
生
ま
れ
た
地
域
主
体
の
自
然
学
校

で
す
。マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
な
ど
を
活
か
し
地
域

特
性
に
こ
だ
わ
っ
た
少
人
数
の
エ
コ
ツ
ア
ー

プ
ロ
グ
ラ
ム
や
修
学
旅
行
の
自
然
体
験・文

化
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
仕
組
み
を
作

り
、沖
縄
県
で
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
先
駆

け
で
も
あ
り
ま
す
。亜
熱
帯
の
豊
か
な
自

然
や
日
本
本
土
と
異
な
る
特
異
の
文
化
と

歴
史
、心
温
か
い
地
域
と
の
交
流
な
ど
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
国
指
定
天
然
記
念
物
のマ

ン
グ
ロ
ー
ブ
が
群
生
す
る
慶
佐
次
川（
げ
さ
し

か　

わ

）

を
ホ
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
東
村
で
す
べ
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

体
験
学
習
の
5
つ
の
柱
は
①
安
全
の
確

保
、②
環
境
への
配
慮
、③
体
験
で
地
域
を

知
る
、④
地
域
へ
の
還
元
、⑤
地
域
ガ
イ
ド

に
なって
い
ま
す
。

　

ま
た
、環
境
保
全
の
た
め
体
験
者
の
方

よ
り
環
境
協
力
金
を
体
験
費
と一緒
に
預

か
る
仕
組
み
を
平
成
13
年
度
か
ら
始
め

て
、今
年
で
8
年
に
な
り
ま
す
。平
成
19
年

度
分（
2
2
8
万
円
）を
東
村
役
場
に
環

境
保
全
活
動
基
金
と
し
て
寄
付
し
、東
村

の
環
境
保
全
の
た
め
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
や
ん
ば
る
自
然
塾
の
体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
校
は（
平
成
12

年
〜
平
成
19
年
度
末
）北
海
道
か
ら
九
州

ま
で
の
42
都
道
府
県
、1
，6
0
0
校
余
り

と
な
り
ま
し
た
。

②
特
定
非
営
利
活
動
法
人　

島
の
風

（
事
業
概
要
）　

　

N
P
O
法
人
島
の
風
は
、「
島
の
こ
し
が
島
お

こ
し
」の
ミ
ッ
シ
ョン
の
も
と
で
、沖
縄
県
伊
是
名

島
に
点
在
す
る
空
き
家
に
な
っ
た
古
民
家
を
地

元
の
若
者
と
共
に
再
生
し
、観
光
の
資
源
と
し

て
有
効
に
活
用
す
る「
古
民
家
再
生
事
業
」を

中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。従
来
の「
商
品
提
供

型
」観
光
か
ら
島
を
残
し
、守
り
、伝
え
る
新
し

い「
運
動
提
案
型
」観
光
を
目
指
し
、住
民
自
ら

が
運
営
す
る「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ・ツ
ー
リ
ズ
ム
」（
観

光
版
コ
ミュニ
テ
ィ・ビ
ジ
ネ
ス
）を
推
進
し
て
い
ま

す
。古
民
家
再
生
プ
ロ
ジ
ェク
ト
と
は
、伊
是
名

島
の
中
で
無
人
に
な
り
、風
雨
に
さ
ら
さ
れ
朽

ち
果
て
よ
う
と
し
て
い
る
民
家
を
修
復
再
生
し

て
、島
の
風
景
を
守
る
と
と
も
に
、そ
の
施
設
を

有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
、周
辺
の
住
民
に
メ
ン

テ
ナ
ン
ス・リ
ネ
ン
サ
ー
ビ
ス
等
の
就
労
の
機
会
を

創
出
し
、ビ
ジ
ネ
ス
化
し
て
い
こ
う
と
い
う
取
組

で
、そ
の
第
１
棟
目
で
あ
る
島
暮
ら
し
体
験
の

宿「
が
ー
ぺ
ー
ち
ん
」に
続
き
、第
２
棟
目「
あ
ん

じ
ょ
ー
や
」が
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。さ
ら

に
、本
年
3
棟
目
、４
棟
目
の
再
生
も
ス
タ
ー
ト

す
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、リ
サ
イ
ク
ル
、ゴ
ミ
問
題
等
環
境
保
全

の
取
組
も
行
って
お
り
、伊
是
名
村
環
境
の
日
の

企
画
運
営
や「
2
0
1
0
伊
是
名
村
マ
イ
バッ
グ

宣
言
」を
受
け
、そ
の
推
進
活
動
の
中
心
を
担
っ

て
い
ま
す
。さ
ら
に
は
、夏
祭
り
に
お
け
る
伝
統

的
行
事「
い
ぜ
な
ハ
ー
リ
ー
大
会
」を
復
興
さ
せ

る
な
ど
、島
の
元
気
の
素
と
な
る
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
行
って
い
ま
す
。

（
※「
が
ー
ぺ
ー
ち
ん
」「
あ
ん
じ
ょ
ー
や
」　

と
は
、こ
の
家
が
昔

か
ら
代
々
呼
ば
れ
て
き
た
屋
号
。）

カヤックツアー

スタッフ、フィールド清掃

リフォーム風景

マングローブトレッキング

1棟目「がーぺーちん」再生前

1棟目「がーぺーちん」再生後
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仕事の窓 1仕事の窓 4
節
水
啓
蒙
パ
ン
フ
の

活
用
に
つ
い
て

平
成
20
年
の
本
島
内
、
国
管
理
７
ダ
ム
の
水
源
状
況
は
、
１
月
１
日
時
点
で
92
・
９

％
と
平
年
よ
り
約
14
％
上
回
り
、
比
較
的
好
調
な
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。
そ
の
後
も
、

梅
雨
期
ま
で
の
降
雨
量
は
３
月
か
ら
４
月
を
除
い
て
は
比
較
的
安
定
的
に
推
移
し
た

た
め
、
５
月
22
日
の
梅
雨
入
り
時
点
で
の
貯
水
率
は
約
80
％
と
な
り
ま
し
た
。

開発建設部
　

し
か
し
な
が
ら
、
梅
雨
期
間
が
過
去

３
番
目
の
短
い
記
録
と
な
り
、
そ
の
影

響
で
６
月
の
降
雨
量
も
平
年
の
約
31
％

と
極
端
に
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
最
近
３
ヶ
年
で
は
、
梅
雨
明
け

時
点
で
、
ほ
ぼ
満
水
状
態
と
な
っ
て
い

た
全
ダ
ム
の
貯
水
率
も
、
梅
雨
入
り
時

点
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
ず
、
最
近
で
は

最
も
低
い
貯
水
率
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
水
源
状
況
を
踏
ま
え
、

沖
縄
渇
水
対
策
連
絡
協
議
会（
渇
水
協
）

で
は
、
６
月
初
旬
の
定
例
会
に
お
い
て
、

夏
場
に
向
け
て
、
今
後
の
水
事
情
が
若

干
、
厳
し
く
な
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
た

こ
と
か
ら
、
検
討
部
会
や
幹
事
会
を
開

催
し
、
意
見
交
換
等
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

結
果
的
に
は
、
大
幅
な
水
事
情
の
改

善
は
み
ら
れ
ず
、
９
月
中
旬
の
第
２
回

幹
事
会
で
県
民
に
む
け
て
節
水
協
力
を

呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、
各
機
関
が
節

水
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
台
風
13
号
の
接
近
に
伴
う

降
雨
や
前
線
の
活
発
化
に
伴
う
降
雨
に

よ
り
、
水
事
情
は
改
善
さ
れ
た
た
め
、

10
月
末
に
節
水
対
策
を
当
面
の
間
、
解

除
す
る
に
至
り
、
年
末
を
迎
え
ま
し
た
。

（
※
下
図
グ
ラ
フ
参
照
）

　

復
帰
以
降
の
ダ
ム
建
設
な
ど
に
よ
り
、

本
県
の
水
源
状
況
は
大
き
く
改
善
さ
れ
、

渇
水
の
危
険
性
が
低
下
し
つ
つ
あ
る
中

で
県
民
の
断
水
へ
の
危
機
意
識
が
薄
れ

て
き
て
い
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
ひ
と
た
び
少
雨
傾
向
が
続

く
と
節
水
対
策
や
給
水
制
限
を
検
討
せ

ざ
る
を
得
な
い
な
ど
水
の
需
要
増
、
あ

る
い
は
気
象
条
件
等
の
変
動
に
よ
る
渇

水
の
恐
れ
は
依
然
と
し
て
消
え
な
い
状

況
で
あ
る
こ
と
に
は
変
わ
り
な
い
こ
と

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
た
が
っ
て
、
よ
り
安
定
し
た
水
供

給
実
現
の
た
め
、
今
後
と
も
ダ
ム
を
は

じ
め
河
川
水
、
地
下
水
、
海
水
淡
水
化

施
設
等
を
効
率
的
に
運
用
す
る
な
ど
の

合
理
的
な
水
利
用
、
そ
し
て
県
民
の
節

水
意
識
の
高
揚
が
望
ま
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
こ
の
た
び
、
渇
水
協
（
事

務
局
：
開
発
建
設
部
建
設
行
政
課
）
で

作
成
し
た
節
水
啓
蒙
パ
ン
フ
を
官
民
あ

わ
せ
て
積
極
的
に
活
用
し
て
い
た
だ
く

く
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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※
こ
の
パ
ン
フ
は
、
末
尾
記
載
の
関
係
機
関
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
が
可
能
で
す
。
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仕

沖
縄
み
な
と
オ
ア
シ
ス　

第
１
号
認
定

沖
縄
総
合
事
務
局
で
は
３
月
19
日
付
け
で
、
中
城
湾
港
安
座
真
地
区
（
南
城
市
）
と
本
部
港
・
水
納
港
（
本
部
町
）
を

沖
縄
第
１
号
と
な
る
「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
に
認
定
し
ま
し
た
。 

開発建設部
み
な
と
オ
ア
シ
ス
と
は

　

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
と
は
、
国
土

交
通
省
港
湾
局
が
、
み
な
と
（
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
、
ビ
ー
チ
、
緑
地
な
ど
）
を

活
用
し
た
地
域
振
興
の
一
環
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
る
施
策
で
す
。
市
民
参
加

に
よ
る
み
な
と
の
賑
わ
い
交
流
拠
点
作

り
を
行
っ
て
い
る
施
設
や
地
区
を
「
み

な
と
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
登
録
・
認
定

を
行
い
ま
す
。

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
」
と
し
て
登
録
さ

れ
る
と
、
み
な
と
オ
ア
シ
ス
標
章
の
使

用
、
国
土
交
通
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
情
報
発
信
等
の
広
報
支
援
、
道
路
地

図
へ
の
掲
載
や
道
路
標
識
の
設
置
に
つ

い
て
の
調
整
な
ど
、
国
か
ら
の
支
援
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
末
時
点
で
全
国
の
46

港
が
み
な
と
オ
ア
シ
ス
と
し
て
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。（
他
に
９
港
が
仮
登
録
）

み
な
と
オ
ア
シ
ス
あ
ざ
ま

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
あ
ざ
ま
」は
、世
界
文

化
遺
産
の「
斎
場
御
嶽（
せ
ー
ふ
ぁ

う
た
き

）」で
知
ら

れ
る
南
城
市
に
あ
っ
て
、あ
ざ
ま
サ
ン
サ

ン
ビ
ー
チ
を
中
心
と
し
た
体
験
滞
在
交

流
セ
ン
タ
ー
や
海
洋
体
験
施
設
等
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
21
年
３
月
21
日
の
海
開
き
に
登

録
証
の
交
付
を
行
い
、こ
の
時
に
は
国
際

ジ
ョ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会
や
ス
ト
リ
ー
ト

ダ
ン
ス
大
会
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ

る
な
ど
、
市
内
外
の
住
民
交
流
の
場
と

な
っ
て
い
ま
す
。

み
な
と
オ
ア
シ
ス
も
と
ぶ

「
み
な
と
オ
ア
シ
ス
も
と
ぶ
」
は
、
古

く
か
ら
那
覇
と
北
部
、
周
辺
離
島
を
結

ぶ
み
な
と
と
し
て
栄
え
て
き
た
「
本
部

港
」
、
ク
ロ
ワ
ッ
サ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
で

有
名
な
水
納
島
の
玄
関
口
「
水
納
港
」

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
本
部
海
洋
ま
つ

り
や
、
ド
ル
フ
ィ
ン
セ
ラ
ピ
ー
、
シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
体
験
等
の
海
洋
体
験
活
動
を

活
か
し
た
地
域
の
交
流
拠
点
と
な
る
取

組
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

みなとオアシスもとぶ（本部海洋まつり）

みなとオアシスあざま（あざまサンサンビーチ海開き）
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平
成
21
年
３
月
18
日
、
那
覇
第
二
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
大
会
議
室
に
て
、
運
輸
部
及
び
開
発
建
設
部
の
共
催
に
よ
り

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

運輸部
　

現
在
、
「
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
、

自
由
に
、
使
い
や
す
く
」
と
い
う
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考
え
方
を
踏
ま

え
た
「
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等

の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

（
以
下
、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
」
と

い
う
。
平
成
18
年
12
月
20
日
施
行
）
に

基
づ
き
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
等
の

方
々
が
社
会
参
加
を
す
る
た
め
に
重
要

な
公
共
交
通
機
関
や
建
築
物
等
に
つ
い

て
の
移
動
円
滑
化
施
策
が
全
国
各
地
で

進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 　

運
輸
部
及
び
開
発
建
設
部
で
は
、
こ

の
た
び
、
市
町
村
に
よ
る
バ
リ
ア
フ

リ
ー
新
法
に
基
づ
く
基
本
構
想
策
定
等

の
取
組
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
の
関
心
・
理
解
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
地
方

自
治
体
、
公
共
交
通
事
業
者
、
障
が
い

者
団
体
、
高
齢
者
団
体
等
を
対
象
に
、

「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
支
援

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。　

今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
は
じ
め
に
、
琉

球
大
学
法
文
学
部
の
髙
嶺
豊
教
授
に
よ

る
「
権
利
と
し
て
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」

と
題
し
た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
、
米
国

オ
レ
ゴ
ン
州
の
バ
ス
交
通
に
お
け
る
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
事
情
の
視
察
の
様
子

や
、
米
国
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に

関
す
る
概
念
や
歴
史
の
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。
次
に
、
当
部
紺
野
企
画
室
長
か

ら
「
沖
縄
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の

取
組
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
管
内
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
状
況
や
、
最
近
の

運
輸
部
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
行
い

ま
し
た
。
続
い
て
、
国
土
交
通
省
総
合

政
策
局
安
心
生
活
政
策
課
交
通
バ
リ
ア

フ
リ
ー
政
策
室
の
駒
形
洋
介
技
術
企
画

係
長
か
ら
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
つ

い
て
」
及
び
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
作
成
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ

い
て
」
と
題
し
て
、
基
本
構
想
制
度
の

特
徴
や
メ
リ
ッ
ト
、
全
国
市
町
村
の
基

本
構
想
作
成
状
況
、
基
本
構
想
作
成
の

際
の
ポ
イ
ン
ト
（
庁
内
体
制
を
し
っ
か

り
組
織
す
る
こ
と
、
協
議
会
制
度
を
活

用
す
る
こ
と
、
そ
の
他
の
住
民
参
加
に

も
配
慮
す
る
等
）
、
基
本
構
想
作
成
支

援
に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
あ
り
ま
し
た
。●

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
契
機
に
、
管
内

の
市
町
村
、
交
通
事
業
者
、
建
設
業

者
、
障
が
い
者
団
体
等
の
皆
様
が
、
バ

リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
及
び
そ
の
策
定

の
必
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
一
層
深
め

て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
社
会
の
実
現
に
向
け
た
地
域
に

お
け
る
取
組
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

講演を熱心に聴く参加者

髙嶺豊教授による基調講演

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
策
定
支
援
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　

〜
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
関
す
る
取
組
み
促
進
に
向
け
て
〜
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平
成
21
年
３
月
25
日
、
那
覇
第
二
地
方
合
同
庁
舎
１
号
館
大
会
議
室
に
て
、
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

運輸部
　

住
民
の
移
動
手
段
の
確
保
、
地
域
活

性
化
、
環
境
問
題
等
へ
的
確
に
対
応
す

る
た
め
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
・

再
生
は
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
平
成
19

年
10
月
に
は
「
地
域
公
共
交
通
の
活
性

化
及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行

さ
れ
、
平
成
20
年
度
に
お
い
て
は
、
同

法
律
を
活
用
し
、
鉄
道
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
・
乗
合
タ
ク
シ
ー
、
旅
客
船

等
の
多
様
な
事
業
に
創
意
工
夫
を
も
っ

て
取
り
組
む
協
議
会
に
対
し
、
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
一
括
支
援
す
る
新
た
な
支
援

制
度
「
地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生

総
合
事
業
」
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

運
輸
部
で
は
、
現
在
、
こ
れ
ら
の
制

度
を
活
用
し
、
地
域
の
関
係
者
に
よ
る

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
に
関
す

る
主
体
的
な
取
組
を
支
援
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
今
般
、
地
域
公
共
交
通

活
性
化
・
再
生
に
実
際
に
取
り
組
ん
で

き
た
有
識
者
に
よ
る
基
調
講
演
や
事
例

紹
介
を
通
じ
て
、
沖
縄
に
お
け
る
地
域

公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
の
取
組
を
促

進
す
る
と
と
も
に
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
・
再
生
に
つ
い
て
の
関
心
・
理
解

を
増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
今

回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。

●

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
は
じ
め
に
、
交
通

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鈴
木
文
彦
氏
に
よ

る
「
地
域
公
共
交
通
が
抱
え
る
課
題
と

活
性
化
に
向
け
て
の
考
え
方
」
と
題
し

た
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
次
に
、

当
部
紺
野
企
画
室
長
か
ら
「
地
域
公
共

交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関
す
る
法

律
及
び
支
援
制
度
に
つ
い
て
」
の
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
熊
本
県
菊

池
市
企
画
部
企
画
振
興
課
の
笹
本
聖
一

氏
よ
り
「
菊
池
市
に
お
け
る
交
通
体
系

の
見
直
し
」
に
つ
い
て
の
事
例
紹
介
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
参
加
を
契
機

に
、
沖
縄
の
地
方
自
治
体
、
交
通
事
業

者
な
ど
の
皆
様
が
、
地
域
公
共
交
通
活

性
化
・
再
生
に
向
け
た
取
組
に
対
す
る

理
解
を
一
層
深
め
る
と
と
も
に
、
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
･
再
生
を
喫
緊
の

課
題
と
し
て
認
識
し
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
促
進
な
ど
の
取
組
を
積
極
的
に

実
践
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

鈴木文彦氏による基調講演

熱心に講演を聴く参加者

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　

〜
住
民
・
来
訪
者
の
移
動
手
段
を
確
保
し
、
活
力
の
あ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
〜
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「入札談合」は、最も悪質な独占禁止
法違反行為の一つです。また、入札参加者

間の公正で自由な競争を通じて受注者や

受注価格を決定しようとする入札システム

を否定するものとして、納税者である国民

の利益を損ねる行為でもあります。

　このため、公正取引室・公正取引委員会

は、沖縄県が発注した建設工事で入札談合

を行っていた建設会社に対して談合行為

の排除や課徴金の納付を命じるなど、従来

から入札談合事件について厳正に対処す

るとともに、その未然防止に向けた様々な

取組を行っています（詳細については

http://www.jftc.go.jp/を参照してくだ

さい。）。

　他方、このような取組を一層徹底するた

めには、発注者である国の機関や県市町村

等の取組が極めて重要です。

　そのため、公正取引委員会は、毎年、全

国の発注官庁・地方自治体等と連絡担当官

会議や研修会を積極的に行っています。

　平成20年度、当室は、昨年１２月５日に

那覇市おもろまちの那覇第2地方合同庁

舎において沖縄県内に所在する国の機関

等を対象とした「公共入札に関する連絡担

当官会議」を開催したほか、本年1月8日に

は那覇市の沖縄県庁講堂において沖縄県・

県内市町村等の調達担当者を対象とした

「入札談合問題に関する研修会」を開催し

ました。

　連絡担当官会議には調達担当者４０名

が、また研修会には１８０名が出席し、そこ

で、当室は独占禁止法やいわゆる官製談合

防止法について過去の入札談合事件を紹

介しながら説明を行いました。

　出席者からは、地元建設業者を優先する

ための入札参加要件を設ける際に入札談

合の未然防止のための注意点や入札談合

が認められた後の発注者側の対応につい

てなどの質問がありました。

　なお、当室では、県民の皆様からの独占

禁止法、下請法又は景品表示法に違反す

る疑いに関する情報（申告）を受け付けて

おります。

総　務　部

財　務　部

○申告窓口
　公正取引室
　内閣府沖縄総合事務局総務部
　那覇市おもろまち２－１－１
　那覇第２地方合同庁舎２号館６階
　ＴＥＬ．０９８－８６６－００４９

連絡担当官会議 研修会

総務
部

財務
部

Zaim
u

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

sou
mu

財務部では、4月7日に「財務行政モ
ニター会議」を開催しました。

　この会議は、財務省の施策等に対するご

意見等を伺うことで施策等の適切な運営

に資することなどを目的として、毎年開催

しています。

　今回は、少子高齢化の急速な進展の中

で大きな課題を抱えている社会保障制度

について、「社会保障の給付と負担につい

て」をテーマに開催しました。

　県内各界各層から構成された5名の財

務行政モニターの方々からは、「社会保障

の給付と負担の現状」、「年々社会保障関

連費が増加すること」、「中福祉の水準を確

保するために必要なこと」などについて、財

政や社会保障制度の現状を踏まえた様々

な意見・提言等を頂き、有意義な会議とな

りました。

　財務行政モニターから頂きました貴重

な意見・提言等については、財務省に報告

し、今後の行政運営等に当たっての参考に

させて頂くことにしています。

第24回財務行政モニター会議を開催

入札談合行為の排除・未然防止のための取組
～発注機関との会議等を開催～

13
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去る３月１１日（水）、伊是名村産
業支援センターにおいて国営伊是名農

業水利事業により造成された土地改良

財産の管理委託協定調印式が開催され

ました。

　調印式では、管理委託側である沖縄

総合事務局農林水産部 國吉総務調整官、

管理受託側である伊是名村土地改良区

前田理事長（伊是名村長）及び立会人

である沖縄県農林水産部 津波古農漁村

基盤統括官の出席のもと、協定書への

調印及び土地改良財産台帳等関係書類

の引き渡しを行いました。

　国営伊是名農業水利事業は、伊是名

村の約５２０ヘクタールの畑地に農業

用水を供給し、農業生産の安定と農業

経営の発展に貢献することを目的に平

成１１年度に開始され、１０年の歳月

と１４３億円の事業費を投入し、水源

施設である千原地下ダム、大野山内貯

水池をはじめ、取水機場、副貯水池２

カ所、用水路４.２kmなどを整備して

きました。

　これらの施設については、この管理

委託協定に基づき、平成２１年４月１

日より伊是名村土地改良区が管理運営

することになります。

  管理委託側を代表し國吉総務調整官

は、「主水源となる千原地下ダムは、

地下貯水部と地表貯水部を組み合わせ

るなど島の貴重な水資源を効率良く利

用できるよう工夫を凝らしたものであ

り、このような施設が適切に利活用さ

れることにより豊かで潤いのある地域

が築かれることを期待する。」と述べ、

管理受託側を代表し前田理事長は、

「水あり農業が実現することは何物に

も代え難い喜びであり、今後は伊是名

村と連携して施設の適正な管理に努め、

地域農業の振興発展のため一層努力し

ていきたい。」と抱負を込めあいさつ

されました。

農林水産部 国営伊是名地区 土地改良財産管理委託協定調印式開催
Nou
rinsu

isan
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沖縄総合事務局農林水産部では、
去る３月２日から６日までの５日間、農林水

産部「消費者の部屋」（第２合庁２号館１Ｆ）

において「地域を活かす女性たちの、手作

り、味創り、地域づくり」と銘打った、農山漁

村女性起業グループ等が加工・販売してい

る商品の特別展示を開催しました。

○開催の趣旨

　この展示は、農山漁村における女性の農

業経営参画や地域社会づくりへの積極的

な参加を応援するため、沖縄県内各地の農

山漁村女性起業グループ等の活動を消費

者に紹介し、消費者の意見を反映する機会

を作ることを目的として、農水産加工商品

を特別展示したものです。

○展示の内容

　展示商品は、沖縄県農林水産部営農支

援課や各農業改良普及センターの協力を

得て、各地の女性起業グループ等34団体

から提供されたもので、マンゴー、パパイ

ヤ等を加工したジャム、ドラゴンフルーツや

人参などを使ったクッキーやゼリー、もずく

や昆布など水産物のつくだ煮、さつまいも

せんべい等66品目におよび、にんじんジ

ャム等の一部展示品については、日替わり

で試食品として提供しました。

○来場者の意見等

　来場者の方々には、全展示品についての

製造グループ名や購入場所等の情報を掲

載した展示品リストを配布し、併せて、展示

品やこの企画についての意見・感想等のア

ンケートにも御協力頂きました。来場者は、

展示品リストで商品を確認しながら熱心に

見入っていました。

　特別展示の開催に際しては、出来るだけ

多くの方に御来場頂くべく、新聞、掲示板

への掲載やラジオ放送等により、幅広く広

報活動を展開したこともあり、期間中500

名余の方々が来場されました。

　アンケートを通して、各展示品について

の意見・感想に加え「県産品を知ることが出

来て良かった」、「即売も行って欲しい」等

多数のご意見が寄せられました。

○最後に

　今回の特別展示が、各女性起業グルー

プ等の活動の発展と、農山漁村における女

性の農業経営参画の一助となることを期

待しております。

農林水産部 「消費者の部屋」特別展示を開催
Nou
rinsu

isan

展示会場の全景

展示品の一部

総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部
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農林水産省では、「転用規制の見直し等による優良農地の確保」、「農地の賃貸借についての規制の見直し」、「農地の利用
集積を図る事業の創設」などを改正内容とする「農地法等の一部を改正する法律案」を去る２月２４日、国会へ提出したところです。
　ここに、法律案の概要を紹介します。
　なお、法律案の国会提出を受け、沖縄総合事務局農林水産部においては、農地制度見直しの内容について、市町村、農業委員会、
個人等からの問い合わせや相談、意見等を受け付け、これに迅速に対応することとし、また、御意見については今後の運用に反映さ
せるため、「農地制度改革に関する問い合わせ窓口」を設置しました。

農林水産部 農地法等の一部を改正する法律案の概要について
～農地の確保と「所有」から「利用」への再構築～ Nou

rinsu
isan

■　農地制度改革に関する問い合わせ窓口　
（１）設置場所　　沖縄総合事務局農林水産部経営課
（２）連 絡 先    住　所：〒９００－０００６　那覇市おもろまち２丁目１番１号　那覇第２地方合同庁舎２号館
                  　　電　話：０９８－８６６－１６２８（経営課直通）ＦＡＸ：０９８－８６０－１１７9

農地法等の一部を改正する法律案の概要

農地制度の見直し

◇農地転用規制の厳格化

転
用
期
待
の
抑
制

貸
借
等
に
よ
る
利
用
の
促
進

国
内
の
食
料
生
産
の
増
大
を
通
じ

国
民
に
対
す
る
食
料
の
安
定
供
給
を
確
保

（農地法、農業経営基盤強化促進法、農業振興地域の整備に関する法律等）

◇農用地区域内農地の確保

農地税制の見直し
農地制度の見直しを前提として、農地の相続税の納税猶予制度を見直し

農地を貸すと打ち切りになった納税猶予を、
他の人に貸した場合でも適用を受けられるように

食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、国
内
の
食
料
供
給
力
を
強
化
す
る
必
要　

食
料
の
多
く
を
海
外
に
依
存
し
て
い
る
我
が
国
に
お
い
て
は
、国
内
の
食
料
供
給
力
を
強
化
す
る
必
要　

農
業
生
産
・
経
営
が
展
開
さ
れ
る
基
礎
的
な
資
源
と
し
て
の
農
地
を
確
保
し
、そ
の
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く
必
要

農地面積の減少を抑制する等により農地を確保

制度の基本を「所有」から「利用」に再構築

◇農地の権利を有する者の責務の明確化 ◇農地を利用する者の確保・拡大

◇農地の面的集積の促進 ◇遊休農地対策の強化

①農地転用許可対象の拡大
　（病院、学校等の公共施設の設置）

②違反転用に対する罰則の強化　

③都道府県が行う２ha以下の転用
許可事務の適切な処理の要求

公的な信用力のある機関が、多数
の農地所有者から農地の貸付等に
ついての委任を受け、農地の利用
者へ面的にまとまった形で貸付を
行う仕組みを導入

農地の権利を有する者は、農地を
適正かつ効率的に利用する責務を
有する旨法律上明確に位置付け　

農地を適正に利用する者の確保・
拡大を図るため、貸借に係る規制
を見直し　等

全ての遊休農地を対象に対策が講
じられるようにする等有効利用を
徹底する仕組みへ見直し

①農用地区域からの除外の厳格化

②都道府県に対する農用地区域内
農地の確保に向けた措置の要求

※今回措置する農地確保施策の実
施状況を踏まえ、5年後を目途に
国と地方公共団体との適切な役
割分担について検討

我が国の農地面積
はピーク時の約7割
の水準にまで減少

十分に進まない集
積・規模拡大

規模拡大しても農
地が分散錯圃

耕作放棄の増加

農業従事者の減少

拍車

農地転用期待

農業生産による
収益水準を上回る
農地価格

拍車
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開発建設部 国道３２９号 宜野座改良 一部開通 Kaiha
tsuke

nsets
u

運輸部企画室は、平成２１年３月
２日、那覇第二地方合同庁舎にて、開発

建設部との共催により、沖縄総合事務局

職員を対象とする「バリアフリー教室」

を開催しました。

　当日は、社会福祉法人那覇市社会福祉

協議会の協力のもと、３０名の職員が参

加し、高齢者疑似体験、車椅子体験、ア

イマスク体験の３班に分かれ、庁舎内及

び庁舎周辺に設定されたコースで、二人

一組による疑似体験と介助体験をそれぞ

れ行いました。参加した職員からは、

「とても役に立った」という感想が数多

く得られたとともに、今後の要望として、

盲導犬・介助犬の歩行体験、実際の道

路・横断歩道での実践的体験の充実等が

挙げられました。

　運輸部企画室としては、今後も「バリ

アフリー教室」の開催を通じて、より多

くの皆様にバリアフリー化社会の実現に

ついての理解を深めていただくとともに、

「心のバリアフリー」を積極的に推進し

ていきたいと思います。

運　輸　部 平成２０年度「バリアフリー教室」の開催
～沖縄総合事務局職員によるバリアフリー体験～ Uny

ubu

高齢者疑似体験

総務
部

財務
部

経済
産業
部
開発
建設
部

運輸
部

農林
水産
部

１．宜野座改良について
　国道329号のうち宜野座村字宜野座

から同村字漢那にかけては急カーブや急

勾配等の線形不良箇所が複数あり、交通

事故の恐れが非常に高い区間となってい

ます。

　また、この区間の沿道は住宅、商店、

公共施設などが密集しており、交差点や

車両乗入口も多く、幹線道路としての機

能が低下しています。 

　北部国道事務所では、これらの問題を

解消するために宜野座改良（宜野座村字

宜野座～同村字漢那 L=2.7km）の整備

を進めてきましたが、そのうち宜野座村

字宜野座から同村字惣慶間の1.1kmが

平成21年３月24日に一部開通

しました。

２．開通による効果について
●通過交通が新設区間に転換す

ることで現道区間の交通量が

減少し、当該区間の事故が減少

する等の効果が見込まれます。

●現道区間の急勾配や急カーブ

を迂回することで、快適な走

行が可能となります。

●宜野座ICまでのアクセス性が向上し、

地域の産業活性化の促進が期待されま

す。

●現道区間の交通渋滞が削減され幹線道

路としての機能が向上します。 

３．一部開通式について
　一部開通に先立って、式典が午前１０

時３０分より多数の来賓や地域の方々の

参加のもと開催されました。

　式典では地元の保育園児たちによる獅

子舞が披露されたほか、テープカットの

あとに参加者全員で徒歩により、通り初

めを行いました。

　その後、午後２時から一般車両の通行

を開始しましたが、大きなトラブルもな

く無事に開通することができました。
計画概要

区　　間

延　　長

道路規格

車 線 数

設計速度

（自）宜野座村字宜野座
（至）宜野座村字漢那

2.7㎞

第3種第2級

2車線

60km/h

が向上し あとに参加者全員で徒歩により 通り初
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Nakayukui

なかゆくいSeries 1st

経済産業部商務通商課
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平
成
21
年
３
月
19
日
（
木
）
〜
22
日
（
日
）

の
４
日
間
、北
谷
町
の
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
（
及
び
近
郊
）
を
会
場
と
し
て
、
第
一

回
沖
縄
国
際
映
画
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
イ
ベ
ン
ト
は
吉
本
興
業
㈱
が
中
心
と

な
っ
て
企
画
し
た
も
の
で
、
吉
本
興
業
ら

し
く
「
笑
い
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
映
画
祭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「Laugh

＆P
eace

」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
た
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
招

待
作
品
・
出
品
作
品
の
監
督
や
出
演
し
た

女
優
・
男
優
ら
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
か

ら
次
々
と
登
場
し
、
大
勢
の
招
待
客
や
観

衆
か
ら
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。　

❖

　

午
後
四
時
半
過
ぎ
、
前
日
ま
で
の
雨
天
・

曇
天
を
吹
き
払
う
よ
う
に
青
空
が
広
が
り
、

北
谷
・
サ
ン
セ
ッ
ト
ビ
ー
チ
内
に
設
置
し

た
ビ
ー
チ
ス
テ
ー
ジ
で
セ
レ
モ
ニ
ー
が
始

ま
り
ま
し
た
。

　

司
会
進
行
役
の
今
田
耕
司
さ
ん
、
木
佐

彩
子
さ
ん
も
や
や
緊
張
の
面
持
ち
で
す
。

そ
し
て
、
突
如
ス
テ
ー
ジ
前
方
か
ら
花
火

や
炎
が
吹
き
上
が
り
、
開
会
式
が
始
ま
り

ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
近
く
に
座
っ
て
い
た
方
に
、

感
想
を
聞
い
て
み
る
と
、

「
今
週
は
天
気
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
心
配

で
し
た
が
、
何
と
か
晴
れ
ま
し
た
ね
。
青

い
空
が
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
、
ホ
ッ
と
し
た

の
は
良
い
の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
暑
か
っ

た
で
す
。
目
の
前
で
炎
が
吹
き
出
し
て
、

違
う
熱
さ
も
体
感
し
ま
し
た
。」

と
苦
笑
い
。　

記
念
す
べ
き
第
一
回
の
セ

レ
モ
ニ
ー
に
つ
き
、
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

❖

　

そ
の
後
、
来
賓
代
表
と
し
て
、
仲
井
眞

弘
多
沖
縄
県
知
事
と
野
国
昌
春
北
谷
町
長

が
そ
れ
ぞ
れ
英
語
を
交
え
な
が
ら
挨
拶
を

し
、
四
日
間
に
わ
た
る
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

会
場
と
な
っ
た
ア
メ
リ
カ
ン
ビ
レ
ッ
ジ

内
の
シ
ネ
マ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
で
は
、
初

日
、
特
別
招
待
作
品
で
あ
る

「
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」

「
イ
エ
ス
マ
ン
」〝Y

E
S

は
人
生
の
パ
ス

ワ
ー
ド
〞

「
お
っ
ぱ
い
バ
レ
ー
」

が
上
映
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
Ｇ
Ｏ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
」「
お
っ
ぱ
い
バ
レ
ー
」

は
出
演
者
ら
に
よ
る
舞
台
挨
拶
が
予
定
さ

れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
当
日
券
が
完
売

し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
せ
め
て
入

場
す
る
出
演
者
を
見
よ
う
と
、大
勢
の
フ
ァ

ン
が
詰
め
か
け
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
に
は
、
オ
ー
プ
ン
セ
レ
モ

ニ
ー
、
二
日
目
に
は
ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
ー
、最
終
日
に
は
フ
ェ
ア
ウ
ェ
ル
パ
ー

沖縄国際映画祭に行ってきました

ビーチステージでの様子

ビーチ花火が吹き上がり

炎が吹き出し、開会です

仲井眞知事らによる来賓挨拶

シネコン前の様子

招待作品出演者らも登場



色々な方が写っ
ていますが、知っ
ている方は何人
いますか？
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テ
ィ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、
中
国
、

香
港
、
韓
国
等
の
映
画
人
ら
と
日
本
・
沖

縄
の
関
係
者
、
経
済
団
体
等
の
方
々
と
の

交
流
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

特
別
招
待
作
品
と
し
て
出
品
し
た
地
元

出
身
、
ガ
レ
ッ
ジ
セ
ー
ル
の
ゴ
リ
さ
ん
も

含
め
、
多
く
の
映
画
関
係
者
が
集
ま
っ
た

こ
の
映
画
祭
。
現
在
の
と
こ
ろ
、
二
年
後

の
平
成
23
年
ま
で
三
年
間
は
開
催
の
予
定

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

❖

　

国
内
で
は
東
京
国
際
映
画
祭
や
ゆ
う
ば

り
国
際
フ
ァ
ン
タ
ス
テ
ィ
ッ
ク
映
画
祭
が

有
名
で
す
が
、
世
界
三
大
映
画
祭
で
あ

る
「
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
」（
フ
ラ
ン
ス
）、

「
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
国
際
映
画
祭
」（
イ
タ
リ
ア
）、

「
ベ
ル
リ
ン
国
際
映
画
祭
」（
ド
イ
ツ
）
と

並
ぶ
知
名
度
に
成
長
す
る
た
め
に
は
、
地

元
の
協
力
、
多
く
の
方
々
の
支
援
が
必
要

で
す
。
そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
に
様
々
な

取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
観
光
立
県
沖
縄

に
新
し
い
ス
ポ
ッ
ト
が
誕
生
し
、
そ
れ
に

関
連
し
、
色
々
な
産
業
が
立
ち
上
が
っ
て

い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

映
画
セ
ッ
ト
の
小
道
具
作
り
体
験
や
Ｃ

Ｍ
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
る
こ
の

イ
ベ
ン
ト
。
来
年
は
積
極
的
に
参
加
し
、

あ
な
た
自
身
も
沖
縄
の
新
し
い
風
を

肌
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

追伸　本映画祭コンペティション部門における最高賞「ゴールデ
ンシーサー賞」は本木克英監督の『鴨川ホルモー』、観客投票によ
る「海人賞」は金成旭（キム・ソンウク）監督の『Unstoppable 
Marriage』がそれぞれ受賞しました。おめでとうございます。
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地
域
再
生
に
は
、
そ
れ
を
支
え
て
い
く

人
材
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
が
必
須
と

い
え
ま
す
。
2
0
0
6
年
よ
り
、
内
閣
府

が
中
心
と
な
り
、
全
国
各
地
の
大
学
で

「
地
域
再
生
シ
ス
テ
ム
論
」
が
開
講
さ
れ

つ
つ
あ
り
ま
す
。
大
学
を
地
域
の
「
知
の

拠
点
」
と
し
て
位
置
づ
け
地
域
課
題
を
考

え
て
い
き
ま
す
。
今
回
、
沖
縄
大
学
で
開

講
さ
れ
ま
し
た
。

＊

　

沖
縄
大
学
で
は
「
地
域
に
根
ざ
し
、
地

域
に
学
び
、
地
域
と
共
に
生
き
る
、
開
か

れ
た
大
学
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、

こ
れ
ま
で
土
曜
教
養
講
座
、
移
動
市
民
大

学
な
ど
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
土
曜
教

養
講
座
は
31
年
目
、
開
催
回
数
は
4
3
0

回
を
超
え
て
い
ま
す
。

　

2
0
0
8
年
の
沖
縄
大
学
創
立
50
周
年

記
念
式
典
で
は
、
新
た
な
理
念
「
地
域
共

創
・
未
来
共
創
の
大
学
へ
」
を
掲
げ
、
こ

れ
ま
で
の
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
地
域
と

共
に
持
続
可
能
な
社
会
、
未
来
を
創
る
大

学
へ
と
さ
ら
に
進
化
す
る
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て

内
閣
府
の
協
力
の
も
と
、
「
地
域
再
生
シ

ス
テ
ム
論
」
を
開
講
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

3
月
5
日
か
ら
9
日
ま
で
の
5
日
間
、

平
日
午
後
1
時
か
ら
6
時
ま
で
の
長
時
間

の
講
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
延
べ
1
0
0

名
の
地
域
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

地
域
が
疲
弊
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
久
し

い
で
す
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　

沖
縄
大
学
で
開
講
す
る
こ
の
講
義
で
は
、

地
域
で
の
さ
ま
ざ
な
取
り
組
み
を
紹
介
し
、

地
域
お
こ
し
に
必
要
な
構
造
と
特
性
を
明

ら
か
に
し
、
新
た
な
社
会
シ
ス
テ
ム
構
築

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
定
し

ま
し
た
。
そ
の
根
底
に
は
、
「
も
ち
ろ
ん

地
域
は
元
気
な
の
だ
」
と
い
う
認
識
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
、
「
海
」
「
農
」

「
観
光
」
。
地
域
再
生
の
ヒ
ン
ト
、
地
域

で
活
動
す
る
意
義
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成

な
ど
の
場
と
し
て
講
義
を
位
置
づ
け
ま
し

た
。
講
義
で
は
、
地
域
に
存
在
す
る
資
源

を
活
用
し
、
地
域
を
活
性
化
す
る
た
め
の

方
策
に
つ
い
て
、
省
庁
の
行
政
担
当
者
、

地
域
再
生
事
業
の
リ
ー
ダ
ー
、
大
学
教
員

を
講
師
に
迎
え
、
今
後
の
方
向
性
に
つ
い

て
討
議
し
ま
し
た
。

　

5
つ
の
テ
ー
マ
―
①
地
域
再
生
を
め
ざ

し
て
②
里
海
（
イ
ノ
ー
）
の
再
生
に
取
り

組
む
③
農
の
再
生
に
取
り
組
む
④
地
域
農

水
産
物
を
活
用
し
た
特
産
品
の
開
発
⑤
豊

か
な
自
然
、
歴
史
文
化
を
活
用
し
た
観
光

の
振
興
―
を
中
心
に
し
て
、
「
イ
ノ
ー
の

現
状
と
サ
ン
ゴ
礁
保
全
・
再
生
へ
の
取
り

組
み
」
「
里
海
の
再
生
〜
全
国
各
地
の
取

り
組
み
か
ら
〜
」
「
沖
縄
の
農
と
食
の
再

生
に
取
り
組
む
」
「
世
界
遺
産
と
地
域
振

興
」
「
今
こ
そ
求
め
ら
れ
る
環
境
保
全
型

観
光
の
促
進
」
と
い
っ
た
講
義
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
は
、

奥
武
島
、
セ
ー
フ
ァ
ウ
タ
キ
を
回
り
ま
し

た
。
受
講
者
か
ら
は
概
ね
好
評
で
、
今
年

も
継
続
し
て
開
講
し
て
い
く
予
定
で
す
。

2009年3月5日～9日の5日間
沖縄大学にて「地域再生システム論」開講

akufu DayorikufuNaikakufkakNNNaikakuf
2009

内閣府だより

講義を行う内閣府地域再生事業推進室企画官の木村俊昭氏

お
問
い
合
わ
せ
は
、
沖
縄
大
学
地
域
貢
献
室　

電
話
：
0
9
8
・
8
3
2
・
3
2
5
2
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お
知
ら
せ

M
u
rib
u
sh
i

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

組織が新しく変わりました。
　この度、農林水産部
では、今までの組織を
一部見直し新たな体制
（右図）で平成２１年４月
１日からの業務に取り組
んでいきます。今後とも
沖縄総合事務局の業務
に対してご理解とご協
力を賜りますようよろし
くお願いいたします。

ＦＲＰ船の処理・リサイクルを希望するユーザーは、「登録販売店」に申込み
をし、手続きを行うことになります。

ＦＲＰ船リサイクル・運搬料金は船の種類や大きななどにより異なりますの
で、下記の登録販売店で確認して下さい。

農林水産部

運輸部～適正処理でＦＲＰ船を再資源化～

ＦＲＰ船リサイクルシステムについてのお知らせ　　

リサイクルの
申込み

ＦＲＰ船リサイクルセンター（社団法人　日本舟艇工業会内）
ホームページ　http://www.marine-jbia.or.jp/recycle/index.html
電話番号　０３-３５６７-６９２９

お問い合わせ先

リサイクルに
かかる費用

登録販売店における
受付期間 平成２1年４月１日（水）～平成２１年１２月１４日（月）

平成21年３月31日まで 平成21年４月１日から

伊是名
農業水利事業所

事業完了に伴い
廃止

宮古伊良部
農業水利事業所

新設

登録販売店リスト

農
伊良部島や宮古島などの農
業用水を確保するため、地下
ダムや用水路を建設する事
業所を開設します。

名　　　　　称 住　　　　所 連　絡　先

南西船舶 那覇市曙３－１５－６ 098-861-9816

㈲総合マリン沖縄 那覇市楚辺２－１２－２２ 098-861-2202

㈱マリンランド商会 那覇市曙２－４－２０ 098-861-2134

赤嶺マリンパワー 糸満市座波１２８６ 098-992-3616

ヤンマー沖縄㈱本社 宜野湾市大山７－１１－１２ 098-898-3111

オートヒラカワ うるま市栄野比７７０ 098-972-6131

㈲津島工業 うるま市勝連平敷屋３８０５ 098-978-3668

島レジャーセンター／湧川マリーナ 今帰仁村字湧川２０１２ 0980-56-2492

ヤンマー沖縄㈱宮古支店 宮古島市平良字荷川取645-10 0980-72-6578

マリンオートサービス 石垣市字登野城５８３ 0980-82-5412

ヤンマー沖縄㈱八重山支店 石垣市浜崎町３－３－１６ 0980-82-4361

ブルーマリン石垣 石垣市浜崎町２－４－１０ 0980-82-4115
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